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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

北
河
内
地
区

秋
の
宇
治
を
満
喫

無保険でも「特別の事情」
があれば国保証を発行 　

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

　

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の

会
は
８
日
、
保
険
医
会
館
で

市
民
公
開
講
演
会
「
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
と
日
本
の
役
割

―
他
民
族
が
共
感
し
あ
う
核

　

私
の
岳
父
、
つ
ま
り
妻
の

実
父
が
他
界
し
た
と
き
、
妻

は
実
家
の
古
寺
か
ら
木
版
手

刷
り
の
古
い
エ
ロ
本
を
持
ち

帰
っ
て
き
た
。
人
に
見
せ
び

ら
か
せ
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

エ
ロ
爺
扱
い
さ
れ
そ
う
で
、

こ
っ
そ
り
と
保
管
し
て
い

る
。
こ
の
珍
品
を
手
に
取
る

度
、
私
は
江
戸
時
代
の
出
版

事
情
を
想
像
し
て
し
ま
う
。

　

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
」
の

屋
号
の
由
来
と
な
っ
た
蔦
屋

重
三
郎
（
蔦
重
）
は
浮
世
絵

か
ら
お
堅
い
本
ま
で
扱
う
日

本
初
の
大
手
出
版
業
者
で
あ

　

北
河
内
地
区
は
14
日
、

「
お
茶
と
源
氏
を
訪
ね
て
散

策
す
る
秋
の
宇
治
」
を
開
催

し
、
８
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
、
６
４
６
年
に

架
け
ら
れ
た
と
伝
承
さ
れ
る

日
本
最
古
級
の
宇
治
橋
か
ら

平
等
院
、
宇
治
神
社
、
宇
治

上
神
社
、
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
な
ど
を
巡
っ
た
。
宇

治
周
辺
は
、
今
も
平
安
時
代

の
建
造
物
な
ど
が
残
り
、
当

時
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

宇
治
上
神
社
は
、「
古
都
京

都
の
文
化
財
」
と
し
て
94
年

に
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。

　

市
営
の
茶
室
「
対
鳳
庵
」

で
は
茶
菓
子
と
宇
治
抹
茶
に

舌
鼓
を
打
ち
、
宇
治
上
神
社

の
境
内
で
は
結
婚
式
に
出
会

っ
た
。
参
加
者
は
、
秋
晴
れ

の
中
、
平
安
時
代
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
、
喧
騒
を
離
れ

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
た
。

10
・
11
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

　

協
会
が
11
日
に
実
施
し
た

中
央
行
動
で
の
要
請
議
員
は

以
下
の
通
り
。

【
面
談
】

参
院
〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太

郎
、
山
下
芳
生

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、

宗
清
皇
一
、
大
西
宏
幸
、
と

か
し
き
な
お
み
、谷
川
と
む
、

北
川
知
克
、
中
山
泰
秀
、
佐

藤
ゆ
か
り
、
佐
藤
章
、
長
尾

敬
、
原
田
憲
治
、
神
谷
昇
、

竹
本
直
一
〈
立
民
〉
長
尾
秀

樹
、
辻
元
清
美
、
尾
辻
か
な

子
、
森
山
浩
行
〈
公
明
〉
北

側
一
雄
、
佐
藤
茂
樹
、
伊
佐

進
一
〈
維
新
〉
馬
場
伸
幸
、

足
立
康
史
、
谷
畑
孝
、
丸
山

穂
高
〈
共
産
〉
宮
本
岳
志

〈
国
民
〉
平
野
博
文

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、

松
川
る
い
、
柳
本
卓
治
〈
公

明
〉
熊
野
正
士
〈
共
産
〉
大

門
実
紀
史
〈
維
新
〉
高
木
か

お
り
、
浅
田
均

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界

へ
」
を
開
い
た
。
広
島
平
和

記
念
資
料
館
を
運
営
す
る
財

団
法
人
・
広
島
平
和
文
化
セ

ン
タ
ー
元
理
事
長
の
ス
テ
ィ

ー
ブ
ン
・
リ
ー
パ
ー
氏
を
講

師
に
30
人
が
参
加
し
た
。

　

リ
ー
パ
ー
氏
は
、「
一
握

り
の
人
間
の
こ
と
考
え
て
、

他
を
顧
み
な
け
れ
ば
平
和
文

化
は
な
い
」
と
し
、
差
別
や

排
除
、
多
様
な
価
値
観
を
認

め
な
い
戦
争
文
化
が
私
た
ち

の
身
の
回
り
で
い
ろ
ん
な
形

で
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

（
ケ
ガ
）、
事
業
休
廃
止
な

ど
と
定
め
て
い
る
（
表
）。

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
保
険
料

が
払
え
な
く
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
無
条
件
で
短
期
保
険

証
が
発
行
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
政
府
の
国
会
答
弁

で
は
「
家
族
の
医
療
費
の
支

払
い
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

場
合
で
も
『
特
別
の
事
情
』

に
該
当
す
る
」
と
の
考
え
方

を
示
し
て
い
る
。
支
払
い
が

で
き
な
い
こ
と
を
役
所
に
申

① 世帯主がその財産につき災害を受け、又は盗難に
かかったこと

② 世帯主又はその者と家計を一にする親族が病気に
かかり、又は負傷したこと

③世帯主がその事業を廃止し、又は休止したこと
④世帯主がその事業につき著しい損失を受けたこと
⑤前各号に類する事由があったこと

紹
介
し
た
。
ま
た
、
核
廃
絶

に
つ
い
て
リ
ー
パ
ー
氏
は
、

「
核
兵
器
は
、
無
く
て
済
む

な
ら
、
無
い
方
が
い
い
と
１

０
０
％
の
人
が
考
え
て
い

る
」
と
し
、
世
界
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
取
れ
て
お
り
、
達

成
は
可
能
で
あ
る
と
強
調
し

た
。

　

講
演
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
西
谷
文
和
氏
か
ら
南
ス

ー
ダ
ン
の
子
ど
も
た
ち
の
現

状
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

っ
た
。
蔦
重
は
町
人
文
化
が

隆
盛
し
た
時
代
に
活
躍
し
た

が
、
こ
の
時
代
に
は
言
論
や

出
版
の
自
由
な
ん
か
な
い
。

才
覚
だ
け
で
は
何
も
で
き
な

い
。
危
険
に
鈍
感
な
ほ
ど
の

度
胸
が
い
る
。

　

蔦
重
は
20
代
の
若
さ
で
頭

角
を
現
し
た
が
、
脂
の
乗
り

切
っ
た
40
歳
近
く
で
松
平
定

信
の
寛
政
の
改
革
に
遭
遇
す

る
。
定
信
政
権
は
文
武
文
武

（
ブ
ン
ブ
ブ
ン
ブ
）
と
蝿
や

蚊
の
よ
う
に
う
る
さ
か
っ
た

ら
し
い
。
そ
の
た
め
、
蔦
屋

の
作
家
か
ら
も
廃
業
す
る
者

が
多
く
出
た
そ
う
だ
。

　

岳
父
が
残
し
た
こ
の
エ
ロ

草
子
は
、
言
論
や
表
現
の
自

由
を
求
め
た
先
人
た
ち
の
た

た
か
い
の
歴
史
を
物
語
っ
て

い
る
の
だ
。

　

診
療
を
し
て
い
る
と
無
保

険
の
方
や
資
格
証
明
書
の
方

が
来
院
す
る
こ
と
が
あ
る
。

と
も
に
窓
口
で
は
10
割
負
担

と
な
る
が
、「
特
別
の
事

情
」
が
あ
れ
ば
役
所
に
申
請

す
る
こ
と
で
国
保
証
が
発
行

さ
れ
る
。

　

国
保
法
施
行
令
で
は
国
保

証
発
行
の
「
特
別
の
事
情
」

に
つ
い
て
、
災
害
や
病
気

し
出
る
こ
と
で
緊
急
的
に
短

期
証
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

も
し
無
保
険
・
資
格
証
明

書
の
方
が
受
診
し
た
場
合

は
、
同
施
行
令
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
上
で
、
一
度
役
所

に
相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
も

ら
い
た
い
。

日
時　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）
午
後
２
時
〜
４
時（
雨
天
決
行
）

集
合　

 

午
後
２
時
に
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
（
梅
田
地
下
セ
ン

タ
ー
）
曽
根
崎
警
察
署
前
（
地
下
で
す
）

解
散　

午
後
４
時
頃　

Ｊ
Ｒ
天
満
駅
・
地
下
鉄
扇
町
駅

　
　
　

※
解
散
後
、
懇
親
会
を
予
定

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）　
　

定
員　

15
人

コ
ー
ス　

 

曽
根
崎
村
跡
↓
ご
て
地
蔵
↓
歯
神
社
↓
堀
川
監
獄

跡
↓
扇
町
由
来
↓
偉
人
ゆ
か
り
の
寺
町
↓
京
阪
梅

田
線
予
定
地
跡
↓
天
満
紡
績
跡
（
概
要
）

会
費　

無
料
（
懇
親
会
参
加
の
場
合
は
実
費
、
３
千
円
程
度
）

古
地
図
で
辿
る
、
梅
田
か
ら
天
満

大
阪
市
南
部
地
区
文
化
企
画

日
時　

11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

木
野
孔
司
氏
（
元
東
京
医
科
歯
科
大
学
准
教
授
、
木

野
顎
関
節
研
究
所
所
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

い
つ
も
歯
と
歯
が
触
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
―
１
０
０

歳
ま
で
自
分
の
歯
を
使
う
た
め
に
は

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会　

市
民
講
座

雇
用　

11
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

11
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

法
律　

12
月
３
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

相
談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
活
用
術
⑤

大阪反核平和医療人の会講演会

平和な世界の実現を
リーパー氏「核廃絶は可能」

篠部正夫（西淀川区）

歴史を物語る珍品

歯科医院の
求人募集は

お問合せは　　　　
協会新聞部事務局へ

大阪府歯科保険医協会

検索

国保法施行令：政令で定める特別の事情

「核廃絶は可能」と強調
するリーパー氏 　　　
＝８日、保険医会館 　

宇
治
橋
で
の
記
念
写
真　

＝
14
日
、
京
都
府
宇
治
市

日
時　

11
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

石
濱
孝
二
氏
（
大
阪
警
察
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※ 

本
研
修
は
「
歯
初
診
」
の
内
容
を
含
む
た
め
、
希
望
者

（
会
員
限
定
）
に
は
「
院
内
感
染
防
止
対
策
に
関
す
る
研

修
」
を
修
了
し
た
旨
の
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。
遅
刻
・

途
中
退
出
さ
れ
た
場
合
は
修
了
証
を
発
行
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
歯
科
医
療
に
お
け
る
院
内

感
染
防
止
対
策

11
月
度
生
涯
研
修

日
時　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

井
上
美
佐
氏
（
医
師
、
守
口
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

病
気
を
持
っ
た
患
者
の
歯
科
治
療
―
認
知
症
・
感
染

症
・
血
液
の
病
気
・
膠
原
病
・
抗
癌
剤
・
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
剤

大
阪
市
北
部
地
区

大阪社保協発行「2018-2020
相談活動ハンドブック」は１
冊300円。ご希望の場合は、
協会事務局まで。


